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No． 年・月・日・時 ㎜／1・1■㎜／1・1■雛上本杜 資　料　の　長　さ
1 1971・4・29・OO．378 O，011 × ○ 360＝60（h）＝2シち（day）
2 1971・8・30・180．642 O．008 ○ X 360＝60（h）＝2炊day）
3 1973・8・4・120．895 0．008 ○ ○ 504＝84（h）＝3リ多（day）
4 1974・6・13・18O．362 0，011 ○ ○ 324＝54（h）＝2炊day）
5 1975・11・6・12O．331 O，013 × O 360＝60（h）＝2リ壬（day）6 ユ975・11・14・180．286 O．018 × ○ 360＝60（h）＝2リち（day）
7 1976・7・18・O0．286 0．028 ○ ○ 360＝60（h）＝2％（day）



































































































































































































































































































































































O．05 O．43 0．20 O．32
O．06 0．40 O．19 0．30
O，07 0．38 O．19 0．29
O．08 O．36 O．19 0．27
0．10 0．33 0．18 O．26
O．15 0．29 0．18 O．23
0．20 0．27 O．18 O．22
O．25 0．26 O．17 O．22
O．30 O．25 1．17 O．21
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タソク・モデルの構造を自動的に定める計算機プログラムの開発（第3報）一菅原・渡辺・尾崎・勝山
ぼ完全自動化プログラムを作りたいと思った．しかし，その後種々の場合に適用を試みなが
ら，完全白動化の考え方が誤っていることに気づいた．Rρ（I），RD（I）による自動化方式
は，人間の総合的判断，工夫による種々の試行錯誤に際しての，きわめて有効な補助手段と
考えるべきである．この報告で，裏筑波試験地への適用の経過を，くわしすぎるくらいに述
べたのは，RQ（I），RD（I）による自動化方式を補助手段的に使う使い方を紹介することに
意味があると考えたからである．Rρ（I），RD（I）による自動化方式のよい点は，誤ったデ
ータに追随しないことである．流量データが誤っていると，推定値はそれから離れる．これ
は，タソク・モデノレおよびその自動化方式が，水文学的な構造を持っているからだと，我々
は考える．
　洪水解析用タソク・モデルの白動化には，まだ未完成の部分が多い．流域が大きく，雨量
地点が何か所もあるとき，各雨量地点のウェイト，時問遅れの与え方の問題など，いずれ考
えなげれぼならない．今後，洪水資料を入手L，自動化方式の適用例を増しつつ，次第に改
善して行きたい．
　今回の計算を行うについて，建設省土木研究所及び当セソター第1研究部風水害研究室の
方々，とくに青木祐久前室長に大層お世話になった．厚くお礼を申し上げる．
1）
2）
3）
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